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審 査 の 要 旨 
 
１ 批評 
本論文はアニメーション映画研究の成果であり、宮崎駿と新海誠の映画作品からそれぞれ四つずつ
選び、研究対象としている。宮崎映画も新海映画も、それぞれ多くの先行研究があるが、両者を比較
する試みはまだ本格的になされていない。さらに本研究の独特な点として挙げられるのは、映像を詳
細に分析することから作品の意味を引き出すショット分析を駆使している点である。すなわち、台詞
だけからは読み取れない意味を、映画の文法に基づいたショット分析の実践をとおして読み取ろうと
しているのである。両監督の映画作品に関して、ショット分析を実践した研究の成果がほとんど存在
していないため、そこに本研究の大きな意義が認められよう。 
第一部と第二部は、それぞれ宮崎監督作品と新海監督作品の各論となっている。孤独というキーワ
ードが設定され、孤独に結びつくと思われるシークエンスが抜粋され、ショット分析がほどこされて
いく。抜粋されたシークエンスがさまざまな映像の規則を用いて分析され、膨大な分析結果の記述が
積み重ねられていく。たとえば、『天空の城ラピュタ』の主人公シータが初めてパズーに出会うシーク
エンスでは、二人を描く「超ロングショット」に注目している。超ロングショットは通常、風景を描
くために用いられる手法であり、人物は米粒くらいの小さいサイズになってしまうが、それが二人の
描写に用いられているのは、巨大な洞窟のなかで二人が至近距離に位置していることが一目瞭然にな
るからである、という考察がなされる。さらに至近距離にある二人にランプの光があてられ、彼らの
影が壁にミディアムショットの大きさ（人物がよく見える大きさ）で映し出されるという演出によっ
て、二人が食事や談話を共有していくようすがはっきりと見え、この超ロングショットが人間関係を
示すシンメトリーの構図を形成しているため、二人が調和と信頼を達成したことが明らかになる、と
説得力のある解釈が展開されていく。このようなショット分析から解釈を引き出すことは、先行研究
に存在しないアプローチであり、宮崎映画および新海映画を研究する新たな方向を切り開くものであ
る。重要なシークエンスに着眼する感性と、着眼したシークエンスに意味のある解釈を付与する分析
スキルに裏付けられた論文であると言える。 
しかし、本論文に問題がないわけではない。抜粋したシークエンスの分析は説得力があるが、宮崎
映画と新海映画の比較論はさらに完成度を高めることが可能だったのではないだろうか。たしかに本
論文の第三部において、比較の結論は出されている。その結論は、宮崎映画の主人公は孤独を克服し、
幸福な成長を遂げたのに対して、新海監督の主人公は孤独を抱いたままである、という明快な図式で
ある。しかし、そうした図式に完全におさまり切らないと思われる新海監督の『君の名は。』がある。
『君の名は。』では、二人の主人公は住民 500 人を救うため奔走している。その他人を救おうとする
努力は、新海作品に特徴的な孤独と、どのように関連づけられるのであろうか。この新海の作品は、
宮崎と新海の比較論のなかで、どのような位置づけになるのであろうか。ひとつひとつのシークエン
スを分析する力がたいへん優れているだけに、第三部における比較論がもう少し展開されていれば、
さらに優良な論文になったのではないか、と思われる。 
とはいえ、映画の視覚的要素に着眼し、映画の文法に基づいた斬新な分析手法を駆使して独創的な
解釈を積み重ねた本論文の成果は、極めて優れたものであると判断される。 
 
２ 最終試験 
平成３０年７月２５日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
